
国
公
立
大
学
の
法
人
化
(
二
〇
〇
四
年
度
⊥
後
、

日
本
の
大
学
の
劣
化
が
さ
ま
ざ
ま
に
報
じ
ら
れ
て
い

る
。
石
原
都
政
下
で
の
東
京
都
立
大
学
へ
の
攻
撃
や
、

福
岡
教
育
大
学
の
例
が
あ
る
(
福
岡
故
育
大
学
教
員
有

志
F
U
E
の
会
「
大
学
ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化
の
最
悪
の
帰
結
」
、

百
本
の
科
学
者
〇
一
七
年
七
月
呈
。
都
留
文
科
大
学

で
近
年
行
わ
れ
て
い
る
「
改
革
」
も
常
軌
を
返
し
た

も
の
で
あ
っ
て
、
本
学
は
「
大
学
で
は
な
い
も
の
」
に

変
質
し
っ
つ
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
の
こ

と
は
、
J
S
A
・
全
大
政
な
ど
主
催
「
大
学
問
題
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
埜
二
回
(
一
七
年
三
月
二
〇
日
)
の
討
論

で
も
告
発
さ
れ
た
。
そ
れ
を
も
と
に
こ
こ
に
論
考
を

発
表
し
、
全
国
の
大
学
人
、
法
律
畠
田
家
譜
氏
へ
の

訴
え
と
し
た
い
。
本
学
を
転
落
の
淵
か
ら
救
い
出
す

運
動
を
強
化
す
る
べ
く
、
み
な
さ
ん
か
ら
の
ご
支
援

を
ぜ
ひ
と
も
賜
り
た
い
。

都
留
文
科
大
学
(
以
下
、
都
留
文
大
と
暗
記
。
)
は
、

山
梨
県
都
留
市
(
人
口
約
三
万
二
千
人
)
と
い
う
地
方

小
都
市
に
立
地
し
、
一
九
六
〇
年
に
文
学
部
の
み
の

市
立
四
年
制
単
科
大
学
と
な
っ
・
た
。
二
〇
〇
九
年
度

か
ら
は
地
方
独
立
行
政
法
大
法
(
以
下
、
地
方
独
法
法

と
暗
記
。
)
に
基
づ
き
公
立
大
学
法
人
に
転
換
し
た
。

約
八
五
人
の
常
勤
教
員
と
約
九
〇
人
の
磯
貝
は
「
非

公
務
員
」
.
と
な
っ
た
。
常
勤
教
員
に
は
い
ね
ゆ
る
専

任
故
貝
(
任
期
な
し
、
学
部
ゼ
ミ
を
担
当
、
教
授
会
メ
ン

バ
「
と
な
る
)
と
一
〇
人
程
度
の
各
種
の
任
期
付
き
教

員
が
お
り
、
た
い
し
て
非
常
勤
教
員
が
約
三
〇
〇
人

と
異
様
に
多
い
。
職
員
は
、
都
留
市
か
ら
の
出
向
等

職
員
約
三
五
色
(
幹
部
層
)
、
・
活
人
画
有
職
貝
、
各
種

非
正
規
職
員
の
三
階
層
か
ら
な
る
。
大
学
の
歳
入
は
、

地
方
交
付
税
大
学
分
を
源
と
す
る
市
か
ら
の
運
営
費
・

交
付
金
が
約
三
分
の
一
、
入
学
金
・
授
業
料
収
入
が

約
六
割
で
国
立
大
学
と
私
立
大
学
の
中
間
型
で
あ
る
。

一
法
人
化
に
よ
る
大
学
運
営
の
改
悪

都
留
文
大
で
は
、
太
田
寛
学
長
(
一
九
七
七
̃
八
三

年
)
の
も
と
で
大
学
運
営
が
民
主
化
さ
れ
、
①
学
長

の
事
実
上
の
教
授
会
直
接
選
出
、
⑨
役
員
を
多
く
置

か
ず
、
!
あ
ら
ゆ
る
議
題
を
教
授
会
で
討
議
し
、
才
の

下
に
各
種
委
員
会
を
置
い
て
教
員
と
職
員
の
熟
議
と

協
働
に
よ
る
全
貝
参
加
型
大
学
運
営
を
行
う
、
⑨
教

授
会
、
教
職
員
組
合
、
学
生
・
院
生
自
治
会
と
の
四

書
協
議
な
ど
の
慣
行
が
確
立
し
て
い
た
。

し
か
し
、
地
方
独
法
法
に
よ
り
公
立
大
学
の
法
人

化
が
可
能
と
.
な
っ
た
。
都
留
市
で
は
〇
五
年
の
市
長

選
挙
で
小
林
義
光
氏
宕
派
系
)
が
大
学
法
人
化
を
公

約
し
て
四
遷
さ
れ
、
〇
七
年
度
を
と
お
し
て
議
論
が

行
わ
れ
た
。
大
学
側
と
市
側
の
決
裂
答
申
と
な
っ
た

が
、
市
長
臣
市
議
会
多
数
派
が
学
内
の
「
穏
健
な
法

人
坐
論
を
押
し
切
っ
た
。
市
側
は
全
員
参
加
型
大

学
運
営
を
嫌
悪
し
、
㈲
市
の
言
う
こ
と
を
聞
く
大
学

に
作
り
替
え
る
と
と
も
に
、
㈹
地
方
交
付
税
大
学
分

と
大
学
の
積
立
金
等
へ
の
介
入
植
を
強
化
す
る
ぺ
く
、

地
方
独
法
法
を
利
用
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
際
、
全
員
参
加
型
大
学
運
営
を
快
く
思
っ
て

い
な
か
っ
た
教
授
会
少
数
派
が
市
長
・
市
役
所
と
組

み
、
ア
カ
い
大
学
だ
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
し
な

い
と
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
は
生
き
残
れ
な
い
な
ど
の

宣
伝
を
陰
で
拡
散
さ
せ
る
な
ど
し
、
〇
七
年
秋
の
学

長
選
挙
で
「
強
硬
な
法
人
化
」
派
を
当
選
さ
せ
た
。

そ
の
陰
の
中
心
人
物
が
福
田
誠
治
氏
(
ソ
辛
エ
ト
型
集

団
主
義
教
育
の
研
究
者
で
あ
っ
た
が
、
ソ
連
崩
壊
後
据
画

し
、
現
在
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
の
P
工
S
A
型
学
力
等
・

の
論
考
を
発
表
し
て
い
る
)
、
新
保
祐
司
氏
(
フ
ジ
サ
ン

.
ヶ
イ
グ
ル
ー
プ
主
催
「
正
論
大
賞
」
新
風
賞
を
受
賞
し
た

右
派
系
文
芸
評
論
家
で
も
あ
る
)
な
ど
で
あ
・
つ
た
。
法

人
化
を
利
用
し
て
自
派
の
権
力
を
奪
取
す
る
こ
と
か

彼
ら
の
目
的
だ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

法
人
化
さ
れ
た
二
〇
〇
九
年
四
月
激
変
か
起
こ
っ

た
。
第
一
に
、
都
留
市
畿
会
が
畿
決
し
た
法
人
の
定

款
に
基
づ
き
、
役
員
体
制
は
、
理
事
長
〃
学
長
別
母

型
の
理
事
会
方
式
と
な
っ
た
。
学
長
は
、
㈲
教
授
会

メ
ン
バ
ー
に
新
た
に
市
出
向
職
員
等
を
加
え
た
意
向

投
票
を
行
う
ー
㈲
そ
の
結
果
も
一
つ
の
参
考
と
し
て
、

法
人
に
置
か
れ
る
学
長
選
考
会
蟻
が
選
考
し
理
事
長

が
任
命
す
る
、
タ
と
い
う
新
方
式
で
選
ば
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
守
の
後
三
回
の
学
長
選
挙
が
行
わ
れ
、
敬

投
合
レ
ベ
ル
で
は
福
田
〃
新
保
両
氏
与
に
付
き
従
う

人
び
と
と
全
員
参
加
型
大
学
運
営
を
で
き
る
だ
け
琵

そ
う
と
す
る
人
び
と
と
は
桔
抗
し
て
い
だ
が
、
職
長

票
に
支
え
ら
れ
た
福
田
垂
ら
が
多
数
派
を
握
れ
る
様
・

椙
と
な
っ
て
い
る
。

第
二
に
、
専
任
教
員
の
採
用
・
昇
任
等
人
事
は
、

従
来
は
①
文
学
部
内
の
五
学
科
間
の
協
蟻
に
よ
り
年

度
人
事
計
画
を
立
て
る
ー
②
各
学
科
の
人
事
要
望
も

尊
重
し
な
が
ら
候
補
の
選
考
を
行
う
ー
③
教
授
会
で

熟
議
の
す
え
投
票
で
決
す
る
ー
④
大
学
当
局
・
労
組

双
方
で
精
成
す
る
人
草
委
員
会
で
の
合
憲
に
よ
り
格

付
け
を
す
る
と
い
う
方
式
で
あ
っ
.
た
が
、
法
人
化
後

は
人
専
案
件
が
す
べ
て
教
授
会
の
審
議
事
項
か
ら
は

ず
さ
れ
、
①
法
人
組
織
で
あ
る
教
育
研
究
審
議
会
(
以

下
、
教
研
蓋
と
暗
記
。
)
で
執
行
部
主
導
に
よ
る
年
度

人
事
計
画
の
決
定
-
②
教
研
蜜
の
下
に
置
か
れ
る
選

考
委
員
会
で
の
選
考
-
③
教
研
蜜
で
の
採
決
-
理
事

会
で
の
承
認
し
④
大
学
当
局
に
よ
る
一
方
的
な
各
付

け
決
定
と
い
う
方
式
に
変
更
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
の

影
響
は
甚
大
で
、
福
田
・
新
保
両
氏
ら
の
意
に
沿
わ

な
い
採
用
人
事
の
否
決
や
、
昇
任
を
気
に
し
て
教
授

会
で
発
言
し
な
い
若
手
教
員
の
増
大
、
新
任
教
員
の

低
賃
金
化
な
ど
が
起
こ
っ
て
い
る
。

第
三
に
、
大
学
の
中
期
計
画
策
定
、
予
算
絹
成
、

学
部
・
学
科
再
編
、
キ
ャ
ン
パ
ス
再
編
や
校
合
増
改

燦
な
ど
の
研
究
教
育
上
の
重
要
案
件
も
ま
た
、
教
授

会
の
単
な
る
報
告
事
項
と
さ
れ
、
実
質
的
に
は
執
行

部
∴
理
事
会
、
.
経
営
協
議
会
(
も
う
一
つ
の
法
人
組
織
)

の
問
で
決
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
こ
ま
で
を
法
人
化
の
第
一
段
階
と
い
う
こ
と
が

で
き
る
。
第
二
段
階
は
第
二
代
学
長
下
で
、
上
記
の

法
人
化
の
枠
内
に
と
ど
ま
る
も
の
の
そ
れ
な
り
に
均

衡
の
と
れ
た
大
学
運
営
が
行
わ
れ
、
教
授
会
で
は
全

員
参
加
型
大
学
運
営
を
主
張
す
る
人
び
と
の
理
に
か

な
っ
た
発
言
に
多
数
の
支
持
が
集
ま
る
こ
と
も
し
ば

し
ば
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
福
田
・
新
保
両
氏
ら
に
は

耐
え
が
た
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

二

学
校
教
育
法
改
悪
稔
の
大
学
運
営
の
野
蛮
化

二
〇
二
二
年
秋
の
学
長
選
挙
で
職
員
寮
を
固
め
た

福
田
氏
が
当
選
し
、
一
四
年
四
月
か
ら
学
長
に
就
任

i
○
○
-
」
書
を
一
〇
-
.
i

し
た
。
副
学
長
に
は
新
保
民
ら
が
任
命
さ
れ
た
。
ま

た
一
四
年
通
常
国
会
で
学
校
教
育
法
九
三
条
が
改
悪

さ
れ
、
本
学
の
法
人
化
は
第
三
段
階
を
迎
え
た
。

学
校
教
育
法
九
三
条
の
改
悪
と
は
、
同
勢
二
項
で

「
教
授
会
は
、
.
学
長
が
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て

決
定
を
行
う
に
当
た
り
意
見
を
述
べ
る
も
の
と
す
亙

と
し
、
教
授
会
=
意
見
具
申
機
関
に
格
下
げ
し
、
学

長
=
単
独
の
決
定
権
者
と
し
た
こ
と
を
さ
す
。
し
か

し
そ
う
で
あ
っ
て
も
、
教
育
研
究
に
関
す
る
重
要
事
.
農

項
で
学
長
が
定
め
た
も
の
(
文
科
省
が
あ
げ
る
例
は
富
、

任
教
員
採
用
人
事
、
教
育
課
軍
学
部
学
科
再
絹
、
.
手
早
.

ン
パ
ス
移
糎
な
ど
)
に
つ
い
て
教
授
会
は
意
見
を
述
べ

る
両
壁
一
項
3
)
。
こ
こ
で
「
意
見
を
述
べ
る
」
と
は

文
科
省
見
解
に
よ
れ
ば
、
従
来
の
「
議
決
す
る
」
に

準
じ
る
行
為
で
め
っ
て
、
自
由
間
違
に
審
厳
し
だ
う

え
で
教
授
会
の
見
解
(
賛
否
な
ど
)
を
ま
と
め
る
こ
と

を
さ
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
福
田
学
長
は
、
「
意
見
を
述
べ
る
」
と
は

教
投
合
の
場
で
各
教
員
が
個
別
発
言
を
行
う
こ
と
で

あ
り
、
「
教
授
会
は
意
見
を
述
べ
る
の
み
で
審
議
し
て

は
い
け
な
い
の
だ
」
と
の
独
自
解
釈
を
大
戸
で
延
々

と
ま
く
し
た
て
、
審
議
を
封
じ
に
か
か
る
。
.
こ
れ
に

異
論
を
唱
え
る
と
二
人
の
副
学
長
が
「
発
言
中
止
!
」

「
黙
れ
⊥
と
叫
ぶ
-
-
本
学
の
教
授
会
は
こ
う
し
た

異
様
な
状
況
に
な
っ
て
い
る
。
;
」
の
続
果
、
教
授
会

は
次
第
に
単
な
る
事
務
連
絡
会
蟻
に
堕
し
っ
つ
あ
る
。

改
新
蜜
の
変
質
も
香
し
い
。
従
来
、
学
部
の
下
に

あ
る
五
つ
の
学
科
の
長
は
、
学
科
の
互
選
で
あ
っ
た

が
、
福
田
執
行
部
は
一
方
的
に
学
科
長
任
命
制
を
導

入
し
、
恵
に
沿
わ
な
い
人
物
の
学
科
長
就
任
を
拒
否

賀
賀
巳



し
た
。
こ
の
た
め
故
研
蜜
の
大
半
が
学
長
任
命
の
了

エ
ス
マ
ン
」
と
な
っ
た
。

こ
う
し
た
変
化
が
も
た
ら
し
た
も
の
を
、
以
下
、

都
留
文
大
ホ
ー
ム
べ
.
 
-
ジ
、
都
留
文
大
教
職
貝
組
合

ニ
ュ
ー
ス
、
地
元
紙
「
山
梨
日
日
新
聞
」
記
事
に
よ

り
つ
つ
、
具
体
的
に
紹
介
し
た
い
(
注
記
は
省
略
)
。

三

大
学
を
「
大
学
で
は
な
い
も
の
」
に
す
る

異
常
人
事

福
田
学
長
下
で
の
第
一
の
特
徴
は
、
野
蛮
な
人
事

の
連
発
で
あ
る
。
三
例
だ
け
指
摘
し
ょ
う
。
二
〇
一

四
年
の
地
方
自
治
論
専
任
教
員
採
用
で
は
、
学
長
に

よ
っ
て
専
断
的
に
任
命
さ
れ
た
選
考
委
員
会
が
、
T

氏
を
最
終
候
補
と
し
た
。
選
考
委
貝
の
一
人
は
副
卓

長
と
密
約
を
結
び
、
一
度
も
委
員
会
に
出
席
せ
ず
、

業
績
も
読
ま
ず
、
T
氏
を
指
し
た
(
定
年
後
、
こ
の
人

物
は
学
長
か
ら
任
期
付
き
教
員
と
し
て
再
雇
用
さ
れ
た
)
。

し
か
し
T
氏
に
は
地
方
自
治
に
か
ん
す
る
研
究
論
文

が
一
本
も
存
在
し
な
い
こ
と
が
判
明
し
、
所
属
学
科

か
ら
抗
畿
声
明
が
繰
り
返
し
だ
さ
れ
た
。
だ
が
学
長

は
T
氏
の
着
任
を
強
行
し
だ
。
そ
の
後
で
氏
が
地
方

自
治
論
ゼ
ミ
か
指
導
で
き
な
い
と
わ
か
る
と
、
学
長

は
担
当
変
更
を
求
め
て
宅
た
。
地
元
密
着
の
公
立
大

学
を
う
だ
う
本
学
で
地
方
自
治
を
学
習
で
き
る
唯
一

の
ゼ
ミ
が
、
こ
う
し
て
廃
止
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。

本
学
は
教
員
養
成
糸
大
学
と
さ
れ
て
お
り
、
中
学

社
会
・
高
校
地
歴
敬
貝
免
許
課
程
を
も
つ
が
、
そ
こ

で
は
地
理
学
の
専
任
教
員
は
必
須
で
あ
る
。
二
〇
一

三
年
度
で
同
数
貝
が
定
年
退
職
し
た
が
、
福
田
別
学

欝
i
.
を
ー
㌣
.
、
:

長
(
当
時
)
ら
が
後
任
の
採
用
を
拒
否
し
た
た
め
、
一

四
年
度
当
初
、
同
教
員
は
ゼ
ロ
と
な
っ
た
。
彼
は
、
「
地

理
学
の
専
任
教
員
が
い
な
く
と
も
∵
文
科
省
が
査
察

に
来
た
り
は
し
な
い
。
来
て
も
夏
休
み
呪
け
だ
か
ら
、

そ
の
時
に
は
来
年
に
向
け
て
こ
れ
か
ら
採
用
人
事
を

始
め
ま
す
と
言
え
ば
、
許
さ
れ
る
」
と
二
ヤ
ニ
ヤ
し
ー

な
が
ら
言
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
一
四
年
度
の
社
会
科

教
育
法
の
専
任
教
貝
採
用
に
つ
い
て
も
、
選
考
委
員

会
で
満
場
一
致
で
決
ま
っ
た
候
補
に
対
し
て
、
新
保

副
学
長
ら
が
「
日
韓
共
同
教
科
書
づ
く
り
」
に
か
か

わ
る
者
だ
か
ら
認
め
ら
れ
な
い
と
の
根
回
し
を
し
て
、

故
研
蜜
で
否
決
す
る
策
動
を
行
っ
た
『
こ
れ
ら
の
結

果
、
こ
の
学
科
で
は
一
四
年
度
に
は
一
六
ゼ
ミ
の
う

ち
七
を
非
常
勤
教
員
に
任
せ
る
異
常
事
態
に
陥
っ
た
。

そ
の
果
て
に
、
二
ハ
年
秋
、
文
科
省
か
ら
中
学
社
会

赦
免
課
程
等
で
大
貴
の
学
生
が
長
年
屈
性
漏
れ
し
て

い
た
の
で
改
善
せ
よ
と
の
行
政
指
導
を
本
学
が
受
け

る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
学
長
ら
は
こ
の
薯
実
を

学
生
に
告
げ
ず
に
揃
お
う
と
し
だ
。
こ
れ
は
同
年
末
、

新
聞
・
T
V
で
大
き
く
告
発
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

と
く
に
重
大
な
の
が
、
本
学
で
唯
一
の
日
本
国
憲

法
専
任
教
貝
採
用
問
題
で
あ
る
(
二
〇
一
七
年
)
。
副

学
長
・
学
長
補
佐
な
ど
学
長
の
意
に
沿
う
教
員
で
固

め
ら
れ
た
選
考
委
貝
会
は
H
氏
を
候
補
に
推
薦
し
た

が
、
H
氏
は
法
学
の
学
位
を
持
た
ず
、
日
本
国
憲
法

に
か
ん
す
る
研
究
論
文
が
一
本
も
な
く
、
民
族
主
義

改
憲
派
の
集
団
「
憲
法
学
会
」
に
所
属
し
て
い
書

教
授
会
で
再
三
に
わ
た
っ
て
抗
議
声
明
が
出
さ
れ
た

が
、
学
長
ら
は
採
用
を
強
行
し
た
。
そ
し
て
着
任
直

後
、
H
氏
が
学
長
補
佐
に
任
命
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

四

退
職
金
裁
判

大
学
当
局
と
市
側
が
大
学
を
私
物
化
し
て
い
る
例

と
し
て
、
退
職
金
裁
判
を
と
り
あ
げ
た
い
。
二
〇
一

二
年
度
の
国
家
公
務
員
給
与
削
減
政
策
に
影
響
さ
れ

て
、
都
留
市
で
も
市
職
員
の
退
職
金
削
減
を
決
定
し

た
。
本
学
当
局
は
、
市
側
に
右
へ
倣
え
し
て
本
学
教

職
員
の
退
職
金
削
減
を
画
策
し
た
。
一
三
年
三
月
、

大
学
労
組
と
の
団
体
交
渉
も
な
く
、
ま
た
教
職
員
へ

の
周
知
も
な
Y
、
本
学
退
職
手
当
規
程
を
、
旧
来
か

ら
市
側
の
規
程
を
準
用
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
か

の
よ
う
に
富
き
換
え
、
同
月
退
職
教
職
貝
の
退
職
金

を
一
方
的
に
削
減
し
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
当
該
教
員
六
名
が
東
京
地
裁
に
提

訴
し
た
(
第
一
次
斬
継
、
一
五
年
四
月
地
裁
判
決
)
。
大

学
労
組
は
原
告
団
を
支
援
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

一
五
年
、
最
高
裁
は
大
学
当
局
の
労
働
契
約
法
・
労

働
基
準
法
違
反
を
認
め
、
原
告
に
削
減
分
を
還
付
す

る
決
定
を
行
、
つ
た
。
と
-
こ
ろ
が
大
学
当
局
は
何
ら
反

省
し
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
新
た
に
五
名
が
甲
府
地
裁

に
一
七
年
六
月
、
第
二
次
訴
弦
を
提
訴
し
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。

こ
の
事
件
の
憲
義
は
二
つ
あ
る
。
第
一
に
、
東
京

地
裁
判
決
は
、
法
人
化
し
「
非
公
務
員
型
の
大
学

は
設
置
者
た
る
市
側
か
ら
経
営
上
独
立
し
て
い
る
と

の
判
断
を
示
し
た
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
、
大
学
当

局
=
市
側
は
逆
に
、
大
学
を
市
役
所
の
従
属
物
と
み

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

五

学
部
・
学
科
再
編
と
不
当
労
働
行
為
、

福
田
学
長
は
当
選
後
、
「
選
挙
公
約
」
で
ほ
ぼ
触
れ

な
か
っ
た
学
部
学
科
再
編
を
開
始
す
る
。

第
一
は
、
文
科
省
路
線
に
沿
っ
た
、
国
際
バ
カ
ロ

レ
ア
課
程
と
連
携
し
た
全
科
目
英
語
授
業
の
「
国
際

教
育
学
科
」
新
設
で
あ
る
(
二
〇
一
七
年
度
開
股
)
。

そ
の
持
続
可
能
性
は
学
内
で
は
大
い
に
疑
問
視
さ
れ

て
い
る
。

第
二
は
、
現
「
社
会
学
科
」
廃
止
、
「
地
域
社
会
学

科
」
新
設
と
「
教
養
学
部
」
新
設
で
あ
る
(
一
八
年
度
予

定
)
。
そ
の
節
学
科
準
備
室
は
副
学
長
・
学
長
補
佐
・

学
長
側
近
で
か
た
め
、
現
学
科
の
中
心
メ
ン
バ
ー
を

一
切
排
除
し
∵
ま
た
新
学
科
の
重
要
方
針
案
は
現
学

科
メ
ン
バ
ー
か
ら
意
見
を
聴
く
こ
と
な
く
、
三
菱
総

研
に
委
託
し
て
作
成
さ
せ
た
。
新
学
科
の
教
育
課
程

案
も
準
備
室
が
専
断
的
に
作
成
し
た
。

第
三
は
新
校
舎
建
設
で
、
落
札
菜
箸
に
は
前
・
現

市
長
糸
土
建
会
社
が
含
ま
れ
、
落
札
率
は
九
九
・
七

%
と
な
っ
て
い
る
。

特
に
深
刻
な
の
は
二
一
〇
一
六
年
秋
、
学
長
ら
が

社
会
学
科
の
三
教
員
に
つ
い
て
新
学
科
へ
の
移
籍
拒

否
を
強
行
し
て
を
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
三
改
頁
虻

第
一
次
退
職
金
斬
殺
の
東
京
地
裁
提
訴
時
、
大
学
労

組
に
よ
る
原
告
団
支
援
決
定
時
、
最
高
裁
決
定
時
そ

れ
ぞ
れ
で
大
学
労
組
書
記
長
だ
っ
た
書
で
、
異
常
人

事
に
つ
い
て
教
授
会
で
「
モ
ノ
言
う
」
教
貝
で
も
あ
っ

た
。
本
学
で
は
他
学
科
等
へ
の
移
籍
に
つ
い
て
は
本

人
同
意
を
得
る
と
い
う
雇
用
慣
行
が
確
立
し
て
い
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
学
長
ら
は
二
寂
貝
の
意
思
確
認

を
一
切
拒
否
し
、
団
体
交
渉
で
は
配
置
転
換
先
も
提

示
し
な
い
不
誠
実
な
脱
度
を
繰
り
返
し
た
。
こ
れ
は

大
学
労
組
へ
の
弾
圧
(
不
当
労
働
行
為
)
で
あ
り
、
本

年
三
月
、
.
山
梨
労
働
委
員
会
に
救
済
申
し
立
て
か
行

わ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
学
長
・
副
学
長
に
よ
る
パ

ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
で
も
あ
る
た
め
、
三
教
員
は
学

内
の
人
権
委
貴
会
、
山
梨
県
弁
護
士
会
人
権
擁
護
委

員
会
に
も
救
済
を
申
し
立
て
、
公
立
大
学
職
員
組
合

連
合
会
か
ら
の
支
援
も
得
て
い
る
。

お
わ
り
に

二
〇
一
五
年
、
文
科
省
通
知
「
国
立
大
学
法
人
等

の
組
織
及
び
業
務
全
般
の
見
直
し
に
つ
い
て
」
.
が
教

貝
養
成
系
・
人
文
社
会
科
学
系
学
部
の
「
組
織
の
廃

止
や
社
会
的
要
請
の
高
い
分
野
へ
の
転
換
」
を
打
ち

出
し
、
大
学
人
に
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
た
。
前
述
の
よ

ぅ
に
、
都
留
文
大
で
の
異
常
人
車
、
学
部
・
学
科
再

編
は
そ
の
都
留
文
大
バ
ー
ジ
ョ
ン
と
言
っ
て
よ
い
。

こ
こ
で
の
最
大
の
被
害
者
は
学
習
主
体
=
学
生
た
ち

で
あ
る
。

国
立
大
学
で
は
、
安
倍
政
権
の
教
育
再
生
実
行
会

議
「
こ
れ
か
宅
の
大
学
教
育
等
の
在
り
方
に
つ
い
て
」

お
よ
び
文
部
科
学
省
「
国
立
大
学
改
革
プ
ラ
ン
」
(
二

〇
二
三
年
)
な
ど
を
と
お
し
て
、
大
学
の
安
倍
政
権

の
軽
済
政
康
(
ア
べ
ノ
ミ
ク
ス
)
へ
の
従
属
と
新
自
由

主
義
的
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
遊
ん
で
い
る
。
公
立
大
学

で
は
、
、
ロ
ー
カ
ル
な
諸
事
情
に
媒
介
さ
れ
な
が
ら
、

輪
を
か
け
て
野
蛮
な
「
改
革
」
が
進
ん
で
い
る
。
「
軍

学
共
同
」
、
新
自
由
主
着
的
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応

し
た
一
七
年
度
小
中
学
校
学
習
指
導
要
領
改
訂
(
ア

ク
テ
ィ
ヴ
・
ラ
「
ニ
ン
グ
と
道
徳
教
科
化
な
ど
)
の
影

響
も
及
ん
で
き
て
い
る
。

「
改
革
」
が
強
行
さ
れ
た
英
国
に
は
、
大
学
の
「
資

格
付
与
工
場
」
化
に
反
対
し
、
人
類
・
社
会
∴
自
然

へ
の
深
い
洞
察
に
貢
献
す
る
「
博
綾
里
的
な
大
学
を

と
訴
え
る
大
学
人
の
運
動
が
あ
る
(
s
.
曾
】
-
畳
.
冒

鱒
事
の
じ
き
・
産
直
鍔
f
。
÷
.
P
昏
管
掌
B
8
訂
二
重
母
。
"
そ

し
て
今
年
の
総
選
挙
で
は
大
学
授
業
料
無
料
化
な
ど

の
野
党
の
公
約
に
共
鳴
し
て
学
生
・
若
者
た
ち
が
政

治
変
革
の
波
を
作
り
出
し
た
。

・
私
た
ち
都
留
文
大
教
員
有
志
は
ロ
ー
カ
ル
な
野
蛮

さ
と
闘
い
、
本
学
が
「
大
学
で
は
な
い
も
の
」
に
転

落
す
る
こ
と
へ
の
抵
抗
運
動
を
粘
り
強
く
広
汎
に
展

開
し
た
い
。
安
倍
改
植
下
で
大
学
が
「
大
学
で
は
な

い
も
の
」
に
転
落
す
る
こ
と
に
粘
り
強
Y
立
ち
向
か
っ

て
い
る
全
国
の
大
学
人
や
本
蒔
読
者
と
連
帯
工
な
が

ら
。
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圏
圏
圏
圏
闘
圃
圏
閣
回
国
圏

灘
欝
藁
豊
艶
欝
緯

「
せ
閏
掌
握
藤
も
ど
う
ぞ

劫擾餅闇 雲鉦等葺弼1

‡
葦
豊
富
護
憲
蟹
憲

繚
葱
護
襲
撃
護
撃

雪
盲
筆
意
」
館
籠
琵
嘩
轍

ト

事

と

"

●
着
r
“

穿
‡
犠
揺
蛍
卜
諾

憲
聾
籠
薫
く
護
串

蕗
擬
態
欝
護
鮭
襲
撃
撃

」
と
擬
す
僻馨

喜
寿
霊

窪
露
豊
島
㌔

在
籍
藍
機
縁
鎧
撥
瑳

“
育

.
、
1
“
イ
ー

蜜
磐
董
二
欝
鱒
塞
薗
館

すべて薩は弼諺構麓寵欝離欝擬翰磐緒

幣
奮
鷺
重
義

蟹
譲
籠
罷
㌔

種
醇
や

手
嶋
密

ノ

′
一

1
○

○

詮
撚
隷
雷
撃
繋
毒

薬
駒
岱
襲
銃
藤
朝
露
砥
嬢
有

壁
宅
静
態
韓
讐
二

手
援
護
簿
鷲
宮

欝
欝
捲
苧
高
雅
藤
障

批
監
扮
堅
藍
裔
葦
藤
川
怒

ん
賂
転
籍
珠
鵜
善
言
†

営
怒
緩
い
翻
籠
塔
拷
愛
護

鬱
隼
襲
鰭
ぼ
輝
線
鮮
燕
で

聾
鼻
薬
嚢
雪
瀬
鱒
聾
鯵

で
串
簿
い
j
麗
薗
篭
叩
っ

靖
辞
擦
鳴
築
撥
盆
竃

富
登
場
鴨
傷
み
患
患
青

悶
開
園
圃
圏
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離
揺
曳
束

○

○

す
ず

ま
ま

東
学
爛
離
市
承
認

撃
境
欄
は
公
開

轟
)
も
轟
昭
が
あ
ま
り
に
∵
臣
出

離
轟
議
醗
繭
醗

襲
欝
縄

避
超
港
捌
書
方
を
強
い
ら
れ

る
「
ゴ
亭
ッ
ク
バ
イ
ト
」
の
戟

鷲
向
け
、
驚
天
の
壁

生
怒
忍
記
念
.
「
聾
霜
大

学
挙
捜
三
才
ン
」
電
話
成
“

し
、
大
挙
揖
産
休
繭
戯
諦
語

堕
を
能
筆
貴
幸
喜
、
・
大

学
側
は
木
蓮
し
持
理
由

経
寧
轟
蕊
翳
し
e

ユ
ニ
オ
ン
側
は
諦
開
架
方

的
」
と
し
て
、
包
容
目
蓋
昆
大

学
側
に
蕊
恐
筒
状
蕾
出
し
、

詳
し
い
説
劇
を
睨
め
花

岡
三
者
ン
は
、
ブ
ラ
嘗
ク

示
イ
ト
に
悩
む
同
大
の
挙
鰻

群
、
金
親
側
豊
麗
器
渡
し
て

適
切
轍
鮒
蜜
琵
め
た
め
、
壁

生
の
相
談
に
雷
た
り
す
る
㌍

掛
牢
鷺
鞋
し
た
。
大
学

鷲
挙
篭
組
は
舎
監
籠

と
い
羊
大
挙
に
欝
を
艦
い

て
請
劃
す
る
た
め
に
先
月
鳩
、

胃
、
博
す
ク
ル
母
語
成
ず
る
と

曹
軽
毘
使
う
雨
俸
罷
誤

認
聾
を
間
欠
に
提
出
し
た
と

こ
ろ
、
大
学
側
撃
学
生
の
本
分

は
蟹
に
励
む
こ
と
で
あ
ゆ
一

党
楓
鰭
合
を
組
級
す
る
こ
と
注

と
抽
学
内
に
蒋
は
る
韻
律
結
成

と
し
て
好
ま
し
く
な
い
毒
と

と
し
て
不
承
認
托
し
碍
駐
韓

番
に
同
大
の
盆
前
を
倣
う
こ
と

寧
蹄
ま
し
く
な
い
」
と
し
耗

.
岡
ユ
ー
寿
ン
兜
間
代
猿
で
、

同
大
含
年
の
票
陳
謝
乎
さ
ん

(
謹
聴
二
学
生
の
本
分
は
飽

磐
と
害
う
嘩
ブ
ラ
ッ
ク
バ

イ
ト
が
そ
の
餓
撃
老
婦
密
し
て

い
る
。
大
器
醜
聞
は
理
解
で

畜
な
い
」
と
話
す
。
蜜
ね
、
詞
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